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○区分－Ⅰ．隔離安全 

 危険源と離れた安全な状態でないと、運転開始・継続（再開を含む）の操作または作業が行

えない“しくみ”。 

Ⅰ－Ａ：危険源へエネルギーを供給する作業をしようとすると、意図しなくても危険源より人

が離れてしまう“しくみ”。 

① 操作スイッチの隔離 

運転開始のスイッチ操作時に可動部に手等が届かない安全な状態を作り出すため、押

している時しか運転できない操作スイッチを可動部から離した位置に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 同時操作スイッチ化による隔離 

運転開始・継続のスイッチ操作時に可動部に手等が届かない安全な状態を作り出す

ため、両手押しボタンスイッチのように同時操作化して遊び手を安全な位置に拘束す

る。 

 ≪一人作業時≫ 

両手で操作し続けないと運転することの出来ないスイッチ又は道具・仕掛けを設け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可動部 

Ⅰ－Ａ－② サンプル(1) 

押しボタン式両手スイッチ 

遊び手がない状態でないと運転

の開始・継続が行えない 

可動部 

可動部から離れた場所でないと運転の

開始・継続が行えない 
Ⅰ－Ａ－① サンプル 

押しボタン式スイッチ 障壁 

可動部 

可動部から隔離された場所でない

と運転の開始・継続が行えない 

押しボタン式スイッチ 



石原立憲 Copyright Reserved 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅰ－Ａ－② サンプル(2) 

コックバルブ（ノックピン付） 

可動部 

片手でノックピンを持ち上げ、もう一

方の手でハンドルを回さないと（遊び

手がない状態でないと）バルブの開閉

が行えない 

ストッパー 

ノックピン 

ノックピン 

圧縮空気配管 
フランジ 

圧縮空気 

ハンドル 

バ
ル
ブ
閉
時 

バ
ル
ブ
開
閉
時 

ストッパー 

バ
ル
ブ
開
時 
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 ≪複数人作業時≫ 

全員で操作し続けないと運転することの出来ないスイッチ又は道具・仕掛けを設

ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－Ａ－② サンプル(4) 

一人で操作バーを持ち上げようとしても

操作バーが動くだけでロッドは上がらな

い（押しボタンスイッチが押せない）。 

二人で同時に操作バーを持ち

上げるとロッドが上がり、押し

ボタンスイッチが押せる。 

カバー 
操作バー 

押しボタンスイッチ 
ロ
ッ
ド 

Ⅰ－Ａ －② サンプル(3) 

両方同時に押さないと可動し

ない押しボタン式スイッチ 

自由に動きまわる人が存在しない状態でな

いと、運転の開始・継続が行えない。 

自由に動きまわる人が存在しない状態でな

いと、運転の開始・継続が行えない。 

可動部 
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Ⅰ－Ｂ：人と危険源との間に意図的に安全距離を作らなければあるいは防護隔壁を設けなけ

れば危険源へのエネルギー供給又は作業ができない“しくみ”。 

① 準備作業を利用した安全距離の確保 

安全距離だけ離す、あるいは防護隔壁ができる状態にしなければ作業を行うことがで

きない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 安全カバー等による操作スイッチの隔離 

危険源と人との間に移動式の安全カバー（又は扉）を設け、安全カバーを閉めると人

が危険領域より追い出されるとともに、閉めないとスイッチあるいはバルブ操作がで

きない（安全カバーを開くとスイッチやバルブが扉に隠れて操作ができなくなる）よ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－Ｂ－① サンプル 

セットボルトが邪魔プレートに隠れない位置までバイスを離さないと（安全

距離を確保しないと）加工物の取り付け／取り外し作業ができない 

押しボタン式スイッチ 

邪魔プレート 

加工物 
刃 

安全距離 
バイス 

セットボルト 

スライド式 
安全カバー 

Ⅰ－Ｂ－② サンプル 

安全カバーを閉じないと操作スイッチが押せない（少しでも

開くとスイッチがカバーの後ろに隠れて押せなくなる） 
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③ 道具による間接操作・作業化 

人を危険源から隔離する扉、カバー、柵、邪魔板等（以下「扉等」という）を設置し、

扉等が完全に閉じた状態（人が危険源と隔離された状態）で、かつ、危険源に接触す

ることのない特殊な（専用の）道具を用いないと近接作業ができないようにする。（扉

等が開くと設備が停止するようにしておく。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可動部 可動部 

Ⅰ－Ｂ－③ サンプル 

扉を閉めた状態（可動部から隔離された状態）でスコープ（専

用の道具）を用いないと可動時の点検作業が行えない。（扉

を開くと安全スイッチが切れて機械が停止する。） 

扉 

扉 

安全スイッチ ストッパー 点検孔 
スコープ 


